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「
乍
レ

恐
以
二

書
付
一

御
訴
申
上
候
御
事
」
元
禄
七
年
戌
七
月
十
七
日 

（
小
川
家
文
書
Ｇ
２-

７
） 

乍
レ

恐
以
二

書
付
一

御
訴
訟
申
上
候
御
事 

一
小
川
新
田
村
と
砂
川
村
境
御
上
水
御 

高
札 

 

何
方
之
者
仕
候
哉
、
二
重
ニ
御
座
候
囲
引
破
り 

 

柱
を
引
折
盗
取
申
候
、
今
十
六
日
之
夜
中
に 

 

仕
候
と
相
見
へ
申
候
、
然
ニ
付
驚
入
惣
百
姓
罷
出 

方
々
相
尋
候
へ
共
于
レ

今
知
れ
不
レ

申
候
、
人
数
余
多 

に
て
仕
候
様
子
ニ
御
座
候
御
事 

一
先
月
之
風
雨
之
節
も
砂
川
通
之
橋
板
引
破 

 

板
弐
枚
何
方
へ
取
申
候
哉
見
へ
不
レ

申
候
、
其
節
者 

 

大
分
之
荒
ニ
御
座
候
間
、
水
ニ
而
押
破
申
候
と
存 

 

早
速
掛
ケ
申
候
所
ニ
又
候
ケ
様
成
大
切
之
義
仕
候
、 

 

然
上
ハ
橋
を
も
此
者
共
破
申
候
と
奉
レ

存
候
御
事 

一
御 

高
札
之
場
所
乍
二

三
ヶ
所
一

小
川
新
田
村
ゟ 

 

拾
町
余
御
座
候
而
殊
ニ
野
境
ニ
御
座
候
へ
ハ
常
々 

 

御
上
水
不
常
無
レ

之
様
ニ
村
中
之
者
大
切
ニ
相
守 

 

候
へ
共
、
方
々
入
会
之
馬
草
場
ニ
而
其
野
広
ク
御 

座
候
而
難
二

相
守
一

奉
レ

存
候
所
ニ
、
今
年
御 

高
札 

御
立
被
レ

為
レ

成
被
レ

下
候
へ
ハ
他
領
之
者
も
御 

高
札
ニ 

奉
レ

恐
、
此
方
同
前
ニ
相
守
可
レ

申
と
奉
レ

存
候
所
ニ 

ケ
様
之
悪
事
仕
何
共
迷
惑
ニ
奉
レ

存
候
御
事 

 

右
之
趣
委
細
御
尋
之
上
乍
レ

恐
口
上
ニ
可
二

申
上
一

候
、
以
上 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

武
州
小
川
新
田
村 

 
 

元
禄
七
年
戌
七
月
十
七
日 

 
 

名
主 

市
郎
兵
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御
奉
行
所
様 

 

 高札場は幕府や領主の最も基本的な法令を書き記した木の札

（高札）を掲示した施設であり、江戸時代 6 万を超える全国の

村々にあまねく存在していた。多くの人々の目に触れるように村

の中心や主要な街道が交差するよう交差点といった人通りの多

い場所に設置されることが多かった。小川村の高札場は名主家玄

関、小川橋北、久右衛門橋北にあり、この文書の高札場は「砂川

村との境」とあることから、小川橋北の高札と考えられる。 



 
［
用
語
］ 

于
レ

今
（
い
ま
に
）
…
い
ま
だ
に
。
今
に
な
っ
て
も
。 

又
候
（
ま
た
ぞ
ろ
）
…
同
じ
様
な
こ
と
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
ま
た
。 

不
常
…
不
浄
。 

入
会
之
馬
草
場
…
村
の
共
有
地
で
、
馬
の
飼
料
な
ど
を
採
取
す
る
場
所
。 

 

［
解
説
］ 

こ
の
史
料
は
元
禄
七
年
、
小
川
村
と
砂
川
村
の
境
、
玉
川
上
水
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い
た
高
札
が
盗
み

取
ら
れ
た
一
件
を
奉
行
所
に
提
出
し
た
も
の
で
す
。
高
札
は
二
重
の
囲
い
を
壊
し
て
引
き
抜
か
れ
て
い
ま

し
た
。
「
先
月
の
風
雨
の
際
も
橋
板
が
二
枚
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
相
当
な
荒
天
だ
っ
た
た
め

水
流
に
呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
掛
け
替
え
た
と
こ
ろ
、
ま
た
大
切
な
高
札
が
引

き
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
者
た
ち
は
橋
を
も
壊
し
か
ね
な
い
。
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
辺

り
の
玉
川
上
水
沿
い
に
は
三
ヶ
所
の
高
札
場
（*
１

小
川
橋
北
、
久
右
衛
門
橋
北
、
鈴
木
新
田
南
）
が
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。
村
人
は
高
札
が
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
は
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
は
小
川
村
内
よ

り
拾
町
も
離
れ
た
馬
草
場
に
あ
る
た
め
管
理
が
行
届
か
な
い
、
と
も
訴
え
て
い
ま
す
。
悪
事
を
働
く
も
の

は
ど
の
時
代
に
も
い
る
も
の
で
す
ね
。
尚
、
「
小
川
新
田
村
」
が
正
式
に
開
発
さ
れ
村
名
が
決
定
さ
れ
た
の

は
享
保
10(

1
7
2
5
)

年
で
あ
り
、
本
村
の
「
小
川
村
」
も
こ
の
時
か
ら
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文

書
は
元
禄
７(

1
6
9
4
)

年
の
も
の
で
す
か
ら
文
中
の
「
小
川
新
田
」
と
は
「
小
川
村
」
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。1

行
目
「
与
」

は
変
体
仮
名
「
と
」
と
読
み
頻
出
し
ま
す
。
同

様
に
２
行
目
「
里
」

も
仮
名
「
り
」
、
５
行
目
「
連
」

も
仮
名
「
れ
」
で
す
。
同
じ
行
の
「
仕

候
そ
う
ろ
う

哉 や

」
の
「
哉
」

は
初
め
て
登
場
し
ま
し
た
。
「
哉
」
は
ほ
ぼ
文
末
に
位
置
し
、
「
～
だ
ろ
う
か
」

「
～
で
き
よ
う
か
」
な
ど
の
疑
問
の
補
助
字
で
あ
り
、
ま
た
「
～
で
あ
る
こ
と
よ
」
「
～
だ
な
あ
」
な
ど
の

詠
嘆
の
意
味
に
も
用
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
（
高
札
を
引
き
抜
い
た
の
は
）
誰
の
仕
業
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
意
味
に
な
り
ま
す
。
「
囲
」

は
、
国
構
え
の
中
身
が
何
や
ら
「
井
」
で
は
な
く
難
解
で
す
。
こ
れ

は
旧
字
「
圍
」
を
表
し
て
い
る
た
め
で
す
。
「
人
数
余
多
」
の
「
余
」

も
旧
字
「
餘
」
、
「
広
」

も
旧
字
「
廣
」
、
会 

も
旧
字
「
會
」
の
表
記
で
す
。
12
行
目
「
常
」

は
特
徴
的
な
く
ず
し
字

で
す
。
こ
の
ま
ま
の
形
で
覚
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
今
回
は
「
馬
」

、
「
高
」

と
酷
似
し
た
文

字
が
で
て
き
ま
し
た
。「
馬
」
は
一
画
目
が
長
く

、「
高
」
の
一
画
目
は
「
な
べ
ぶ
た
」
の
た
め

 

短
い
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

※
１ 

「
第
十
二
回 

ネ
ッ
トde

古
文
書
講
座 

解
説
」
参
照 

 


